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(百万円未満四捨五入)
１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 セグメント利益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

当期包括利益

合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 438,316 △1.0 19,825 △5.4 22,671 1.1 21,989 2.9 16,596 △4.1 14,899 △5.8 22,364 △51.0

2024年３月期 442,781 2.7 20,959 △17.8 22,417 △31.1 21,361 △32.8 17,298 △39.6 15,818 △41.9 45,607 28.6

基本的１株当たり

当期利益

希薄化後

１株当たり当期利益

親会社所有者帰属持分

当期利益率

資産合計

税引前利益率

売上高

営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 281.13 281.08 6.7 4.7 5.2

2024年３月期 294.79 294.75 7.9 4.6 5.1

(参考) 持分法による投資損益 2025年３月期 2,342百万円 2024年３月期 1,538百万円

(注)１．セグメント利益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出しております。
(注)２．2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して、基本的及び希薄化後１株当たり当期利益を算定しております。

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分

親会社所有者

帰属持分比率

１株当たり親会社

所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 463,112 235,023 225,537 48.7 4,442.77

2024年３月期 476,530 226,408 217,191 45.6 4,082.80

(注) 2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式分割が行われたと仮定して、１株当たり親会社所有者帰属持分を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 43,847 △34,133 △9,099 47,428

2024年３月期 39,861 △23,503 △15,033 46,637

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額

(合計)

配当性向

(連結)

親会社所有者

帰属持分配当率

(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 100.00 － 100.00 200.00 5,013 33.9 2.7

2025年３月期 － 100.00 － 60.00 － 5,378 39.1 2.6

2026年３月期(予想) － 60.00 － 60.00 120.00 34.7

(注)１．2025年３月期期末配当金の内訳：普通配当 55円00銭 記念配当 ５円00銭
(注)２．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株

式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。
(注)３．2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2025年３月期の１株当たり

期末配当金については、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」と記載してお
ります。なお、株式分割を反映しない2025年３月期の期末配当金は120円00銭、年間配当金は220円00銭となり
ます。



３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 セグメント利益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 440,000 0.4 15,000 △24.3 22,500 △0.8 21,000 △4.5 18,500 11.5 17,500 17.5 345.75

※セグメント利益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出しております。

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ：有

新規 ―社（社名） 、除外 １社（社名） KYB-Conmat Pvt. Ltd.

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ：無

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 50,468,662株 2024年３月期 50,468,662株

② 期末自己株式数 2025年３月期 2,565,266株 2024年３月期 386,332株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 49,663,197株 2024年３月期 50,478,474株

(注) 2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。発行済株式数（普通株
式）は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

(参考) 個別業績の概要
１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 224,184 △7.2 6,257 △22.2 15,369 △34.4 23,345 △10.5

2024年３月期 241,578 9.8 8,038 69.3 23,412 44.6 26,075 21.5

１株当たり

当期純利益

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 451.20 451.11

2024年３月期 497.99 497.91

(注)１．当事業年度において、主に当社子会社からの受取配当金が減少した結果、経常利益が減少しました。
(注)２．2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定してお
ります。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 283,894 136,756 48.2 2,583.62

2024年３月期 278,742 124,966 44.8 2,235.93

(参考) 自己資本 2025年３月期 136,731百万円 2024年３月期 124,949百万円

(注) 2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分
割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての
注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 3,750,000.00 ― 3,750,000.00 7,500,000.00

2025年３月期 ― 3,760,274.00 ― 3,739,726.00 7,500,000.00

2026年３月期(予想) ― 3,760,274.00 ― 3,739,726.00 7,500,000.00

(注) Ａ種優先株式の発行数は125株であり、2021年６月28日に発行しております。2026年３月期に属する日を

基準日とする配当金総額は937百万円を予定しています。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における世界経済は、インフレ圧力の緩和により各国の個人消費が持ち直し、小売などの景況感

が改善している一方、米国政府によるすべての国・地域を対象とする追加関税、相互関税の上乗せなどによる、先

行きの不透明感から、消費の手控えや設備投資の減少を招き、景気減速のリスクが高まっております。

こうした中、わが国経済は、堅調なインバウンド需要や、個人需要の持ち直しによる消費下支えがあるものの、

構造的な人手不足問題や、米関税の引き上げによる輸出の減少も予想され、先行きの見通しづらい経営環境が続い

ています。

当社グループの事業に関しましては、自動車関連では需要に底堅さが見られたものの、中米・欧州製造拠点での

生産性の悪化等もあり、また建設機械関連では、中国市場を中心に北米、アジアでの需要も減少したことにより、

当連結会計年度は厳しい経営環境となりました。

このような環境のもと、当社グループの売上高は4,383億円と、前連結会計年度に比べ45億円の減収となりました

が、営業利益につきましては227億円（前連結会計年度営業利益224億円）、税引前利益は220億円（前連結会計年度

税引前利益214億円）となりました。また、親会社の所有者に帰属する当期利益は149億円（前連結会計年度親会社

の所有者に帰属する当期利益158億円）となりました。

（建築物用免震・制振用オイルダンパーの検査工程等における不適切行為の影響について）

2019年３月期において、当社及び当社の子会社であったカヤバシステムマシナリー株式会社(当該子会社は2021年

７月１日をもって当社を存続会社とした吸収合併により解散しております)にて、製造・販売してきた免震・制振用

オイルダンパーの一部について、性能検査記録データの書き換え行為により、大臣認定の性能評価基準（※）に適

合していない、または、お客様の基準値を外れた製品（以下、「不適合品」といいます。）を建築物に取り付けて

いた事実が判明いたしました。

（※）制振用オイルダンパーについては、大臣認定制度はありません。

当連結会計年度においては、2025年３月31日時点で交換が未完了の不適合品及び性能不明品（性能検査記録のデ

ータ書き換え有無が確認できないもの）の全数（免震用オイルダンパー52本、制振用オイルダンパー17本の合計69

本）を対象として、交換用免震・制振用オイルダンパーの交換工事に要する費用及び営業補償等を製品保証引当金

に計上しており、当該製品保証引当金の当連結会計年度末の残高は20億円であります。

セグメント別の業績は次のとおりです。

また、各セグメントにおける製品別売上高については、「３．連結財務諸表及び主な注記 （６）連結財務諸表に

関する注記事項 （連結財務諸表注記） ９．売上高」をご参照ください。

(a) ＡＣ事業

当セグメントは、四輪車用油圧緩衝器、二輪車用油圧緩衝器、四輪車用油圧機器とその他製品から構成されてお

ります。四輪車用油圧緩衝器は、国内自動車生産台数が減少したものの、欧州でのOEM製品の販売や東欧・中東市販

市場での需要増加、円安による為替影響等により、売上高は2,279億円と前連結会計年度に比べ6.0％の増収となり

ました。二輪車用油圧緩衝器は、国内や欧州での販売減少があったものの、中国での販売やインド市場での需要の

増加により、売上高は438億円と前連結会計年度に比べ5.9％の増収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は3,076億円と前連結会計年度に比べ5.0％の増収となり、セグメント利益は

172億円と前連結会計年度に比べ7億円の増益となりました。
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(b) ＨＣ事業

当セグメントは、産業用油圧機器、システム製品、その他製品から構成されております。建設機械向けを主とす

る産業用油圧機器は、建設機械の中国市場での需要減少の継続に加え、北米やアジアでの需要低迷により、売上高

は1,064億円と前連結会計年度に比べ14.6％の減収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は1,162億円と前連結会計年度に比べ13.6％の減収となり、セグメント利益は

17億円と前連結会計年度に比べ37億円の減益となりました。

(c) 航空機器事業

当セグメントは、航空機器用油圧機器から構成されております。生産調整による出荷減少等により、売上高は37

億円と前連結会計年度に比べ5.9％の減収となり、セグメント損失は４億円(前連結会計年度セグメント損失20億円)

となりました。

(d) 特装車両事業及びその他

当セグメントは、特装車両等から構成されております。コンクリートミキサ車を主とする特装車両において、

2025年１月にKYB-Conmat Pvt. Ltd.を連結範囲から除外した影響により、当セグメントの売上高は108億円と前連結

会計年度に比べ5.0％の減収となったものの、セグメント利益は13億円と前連結会計年度に比べ２億円の増益となり

ました。

（２）当期の財政状態の概況

流動資産は、営業債権及びその他の債権が減少したものの、子会社株式取得のための預託金等のその他の流動資

産の増加等により24億円増加しました。また、非流動資産につきましては、退職給付信託の一部返還によるその他

の非流動資産の減少等により158億円減少しました。この結果、総資産は134億円減少し、4,631億円となりました。

負債につきましては、社債及び借入金が増加したものの、営業債務及びその他の債務の減少等により、負債総額

は220億円減少し、2,281億円となりました。

資本は、自己株式の取得があった一方、当期利益に伴う利益剰余金の増加等により、86億円増加し、2,350億円と

なりました。

親会社所有者帰属持分比率は、資本が増加したことから48.7％と前連結会計年度末に比べ3.1ポイント好転しまし

た。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度のキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フ

ローを合わせて97億円の資金流入、また財務活動によるキャッシュ・フローは91億円の資金流出となり、為替換算

により２億円増加した結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末比８億円増加し、474億円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により当連結会計年度は438億円の資金流入(前連結会計年度比40億円の増加)となりました。これは主に

税引前利益220億円、減価償却費及び償却費187億円によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は341億円(前連結会計年度比106億円の支出増加)となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出170億円、子会社株式取得のための預託金の差入による支出162億円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により流出した資金は91億円(前連結会計年度は150億円の支出)となりました。主な流出は、自己株式の

取得による支出63億円や配当金の支払額59億円です。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、世界各国における金融・関税等の政策などに伴う景気後退リスクや為替変動リス

ク等、先行きが不透明な状況にあります。特に米国における関税措置が事業及び業績に与える影響については、現

時点で見積もることが困難であるものの、当社グループが一時的に負担したコストを販売価格へ適時に反映できな

いコストの増加分として32億円を減益要因として業績予想に織り込んでいます。

このような環境のもと、2026年３月期の連結業績は以下のとおりになる見込みです。本予想における為替レート

につきましては１ＵＳドル135円、１ユーロ155円を前提としております。

なお、業績予想には現時点で入手可能な情報に基づく将来予測が含まれています。今後の事業運営や為替変動等

の状況変化に伴い、実際の業績が記載の予想数値と大幅に異なる可能性があります。

連結業績見通し（2025年４月１日～2026年３月31日）

2026年３月期予想
IFRS基準

売上高 440,000百万円

営業利益 22,500百万円

親会社の所有者に帰属する当期利益 17,500百万円

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への適切な利益還元を経営上の最重要課題の一つと認識しており、連結配当性向30％以上を

目指しております。

当期の期末配当につきましては、配当方針ならびに当期の業績を勘案し、普通株式１株につき55円に、創立90周

年の記念配当５円を含めた60円、Ａ種優先株式１株につき3,739,726円とさせていただきたいと存じます。これによ

り、年間の配当金は普通株式１株当たり110円、Ａ種優先株式１株当たり7,500,000円となる予定です。

なお、次期の配当金につきましては、普通株式は中間配当を１株当たり60円、期末配当を１株当たり60円とし、

年間の配当金は１株当たり120円を予定しております。Ａ種優先株式は中間配当を１株当たり3,760,274円、期末配

当を１株当たり3,739,726円とし、年間の配当金は１株当たり7,500,000円を予定しております。

(注)当社は、2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っています。当事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり配当金の金額を算定しています。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、資本市場における財務情報の国際的な比較可能性の向上や、グループ会社の会計基準統一による

経営の効率化及び迅速化を目指し、2016年３月期(第94期)より国際会計基準(ＩＦＲＳ)を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 46,637 47,428

営業債権及びその他の債権 123,700 109,876

棚卸資産 70,020 67,604

その他の金融資産 2,230 2,942

その他の流動資産 13,357 30,487

流動資産合計 255,944 258,337

非流動資産

有形固定資産 156,950 157,591

のれん 248 248

無形資産 3,087 2,697

持分法で会計処理されている投資 10,209 11,703

その他の金融資産 20,963 21,915

その他の非流動資産 26,081 8,047

繰延税金資産 3,048 2,573

非流動資産合計 220,586 204,774

資産合計 476,530 463,112
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債及び資本

流動負債

営業債務及びその他の債務 85,477 65,161

借入金 58,631 61,856

未払法人所得税 4,516 2,159

その他の金融負債 31,717 32,118

引当金 7,048 5,661

その他の流動負債 2,338 2,777

流動負債合計 189,726 169,733

非流動負債

社債及び借入金 30,848 37,112

退職給付に係る負債 2,753 3,170

その他の金融負債 7,741 5,782

引当金 5,441 4,341

その他の非流動負債 497 414

繰延税金負債 13,116 7,537

非流動負債合計 60,395 58,356

負債合計 250,122 228,089

資本

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 27,648 27,648

資本剰余金 36,128 36,136

利益剰余金 123,076 136,935

自己株式 △842 △7,100

その他の資本の構成要素 31,181 31,919

親会社の所有者に帰属する持分合計 217,191 225,537

非支配持分 9,217 9,486

資本合計 226,408 235,023

負債及び資本合計 476,530 463,112
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（２）連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 442,781 438,316

売上原価 361,496 355,671

売上総利益 81,285 82,645

販売費及び一般管理費 60,327 62,820

持分法による投資利益 1,538 2,342

その他の収益 5,777 3,193

その他の費用 5,856 2,689

営業利益 22,417 22,671

金融収益 1,187 1,571

金融費用 2,242 2,253

税引前利益 21,361 21,989

法人所得税費用 4,063 5,393

当期利益 17,298 16,596

当期利益の帰属

親会社の所有者 15,818 14,899

非支配持分 1,479 1,697

当期利益 17,298 16,596

１株当たり当期利益

基本的１株当たり当期利益 （円） 294.79 281.13

希薄化後１株当たり当期利益 （円） 294.75 281.08
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（３）連結包括利益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期利益 17,298 16,596

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて測定する
金融資産の公正価値の純変動

4,984 1,143

確定給付制度の再測定 14,491 4,553

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

△23 △23

合計 19,453 5,673

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の外貨換算差額 8,370 △404

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

487 499

合計 8,857 95

その他の包括利益合計 28,310 5,768

当期包括利益 45,607 22,364

当期包括利益の帰属

親会社の所有者 43,628 20,544

非支配持分 1,979 1,821

合計 45,607 22,364
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（４）連結持分変動計算書

(単位：百万円)

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

2023年４月１日残高 27,648 38,371 98,492 △583

当期包括利益

当期利益 - - 15,818 -

その他の包括利益 - - - -

当期包括利益合計 - - 15,818 -

所有者との取引額

所有者による拠出及び

所有者への分配

自己株式の取得 - - - △2,519

自己株式の処分 - △20 - 20

自己株式の消却 - △2,240 - 2,240

株式報酬取引 - 18 - -

剰余金の配当 - - △6,766 -

利益剰余金への振替 - - 15,532 -

所有者による拠出及び

所有者への分配合計
- △2,242 8,765 △259

子会社に対する所有持分の

変動額

剰余金の配当 - - - -

子会社の支配喪失に伴う

変動
- - - -

子会社に対する所有持分の

変動額合計
- - - -

所有者との取引額合計 - △2,242 8,765 △259

2024年３月31日残高 27,648 36,128 123,076 △842

当期包括利益

当期利益 - - 14,899 -

その他の包括利益 - - - -

当期包括利益合計 - - 14,899 -

所有者との取引額

所有者による拠出及び

所有者への分配

自己株式の取得 - - - △6,266

自己株式の処分 - △7 - 7

自己株式の消却 - - - -

株式報酬取引 - 15 - -

剰余金の配当 - - △5,947 -

利益剰余金への振替 - - 4,906 -

所有者による拠出及び

所有者への分配合計
- 8 △1,041 △6,258

子会社に対する所有持分の

変動額

剰余金の配当 - - - -

子会社の支配喪失に伴う

変動
- - - -

子会社に対する所有持分の

変動額合計
- - - -

所有者との取引額合計 - 8 △1,041 △6,258

2025年３月31日残高 27,648 36,136 136,935 △7,100
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(単位：百万円)

その他の資本の構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

非支配

持分
資本合計

その他の

包括利益

を通じて

測定する

金融資産の

公正価値の

純変動

確定給付

制度の

再測定

在外営業

活動体の

為替換算

差額

合計

2023年４月１日残高 4,098 - 14,804 18,903 182,830 8,206 191,036

当期包括利益

当期利益 - - - - 15,818 1,479 17,298

その他の包括利益 4,984 14,461 8,364 27,810 27,810 500 28,310

当期包括利益合計 4,984 14,461 8,364 27,810 43,628 1,979 45,607

所有者との取引額

所有者による拠出及び

所有者への分配

自己株式の取得 - - - - △2,519 - △2,519

自己株式の処分 - - - - 0 - 0

自己株式の消却 - - - - - - -

株式報酬取引 - - - - 18 - 18

剰余金の配当 - - - - △6,766 - △6,766

利益剰余金への振替 △1,070 △14,461 - △15,532 - - -

所有者による拠出及び

所有者への分配合計
△1,070 △14,461 - △15,532 △9,267 - △9,267

子会社に対する所有持分の

変動額

剰余金の配当 - - - - - △968 △968

子会社の支配喪失に伴う

変動
- - - - - - -

子会社に対する所有持分の

変動額合計
- - - - - △968 △968

所有者との取引額合計 △1,070 △14,461 - △15,532 △9,267 △968 △10,236

2024年３月31日残高 8,012 - 23,168 31,181 217,191 9,217 226,408

当期包括利益

当期利益 - - - - 14,899 1,697 16,596

その他の包括利益 1,143 4,477 24 5,644 5,644 124 5,768

当期包括利益合計 1,143 4,477 24 5,644 20,544 1,821 22,364

所有者との取引額

所有者による拠出及び

所有者への分配

自己株式の取得 - - - - △6,266 - △6,266

自己株式の処分 - - - - - - -

自己株式の消却 - - - - - - -

株式報酬取引 - - - - 15 - 15

剰余金の配当 - - - - △5,947 - △5,947

利益剰余金への振替 △429 △4,477 - △4,906 - - -

所有者による拠出及び

所有者への分配合計
△429 △4,477 - △4,906 △12,197 - △12,197

子会社に対する所有持分の

変動額

剰余金の配当 - - - - - △1,115 △1,115

子会社の支配喪失に伴う

変動
- - - - - △437 △437

子会社に対する所有持分の

変動額合計
- - - - - △1,552 △1,552

所有者との取引額合計 △429 △4,477 - △4,906 △12,197 △1,552 △13,750

2025年３月31日残高 8,727 - 23,192 31,919 225,537 9,486 235,023
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（５）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前利益 21,361 21,989

減価償却費及び償却費 18,886 18,685

減損損失 1,030 1,033

減損損失戻入益 △53 △1,028

有形固定資産売却益 △130 △56

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △79 17,439

製品保証引当金の増減額(△は減少) △1,845 51

金融収益 △1,187 △1,571

金融費用 2,242 2,235

持分法による投資利益 △1,538 △2,342

営業債権及びその他の債権の増減額(△は増加) 2,776 12,935

棚卸資産の増減額(△は増加) 6,017 577

営業債務及びその他の債務の増減額(△は減少) △2,839 △18,922

その他 △770 △1,645

小計 43,872 49,380

利息の受取額 506 774

配当金の受取額 1,240 1,915

利息の支払額 △2,317 △2,156

法人所得税の支払額 △2,500 △6,066

独占禁止法関連損失の支払額 △941 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,861 43,847

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △792 △2,120

定期預金の払出による収入 2,959 1,369

有形固定資産の取得による支出 △24,612 △17,049

有形固定資産の売却による収入 247 85

その他の金融資産の取得による支出 △24 △12

その他の金融資産の売却による収入 1,774 659

連結範囲の変更を伴う子会社株式売却による収入 - 36

持分法で会計処理されている投資の取得による支出 △2,214 -

子会社株式取得のための預託金の差入による支出 - △16,221

その他 △841 △879

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,503 △34,133



カヤバ㈱（7242） 2025年３月期 決算短信〔IFRS〕

― 12 ―

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) △6,294 5,399

リース負債の返済による支出 △6,007 △4,720

長期借入金による収入 18,800 8,361

長期借入金の返済による支出 △11,279 △3,587

自己株式の取得による支出 △2,519 △6,266

自己株式取得のための預託金の増減額(△は増加) - △1,225

自己株式の売却による収入 0 -

配当金の支払額 △6,766 △5,947

非支配持分への配当金の支払額 △968 △1,115

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,033 △9,099

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,728 177

現金及び現金同等物の増加額 3,052 791

現金及び現金同等物の期首残高 43,585 46,637

現金及び現金同等物の期末残高 46,637 47,428
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（６）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結財務諸表注記）

１．報告企業

カヤバ株式会社(以下、「当社」)は、日本に所在する株式会社です。当社及び子会社(以下、「当社グループ」)

の主な事業内容は、油圧緩衝器・油圧機器の製造・販売ならびに各事業に関連するサービス業務等を行っておりま

す。

２．作成の基礎

(1) 測定の基礎

連結財務諸表は、公正価値で測定する金融商品等を除き、取得原価を基礎として作成しております。

(2) 表示通貨及び単位

連結財務諸表の表示通貨は、当社の機能通貨である日本円であり、百万円未満を四捨五入しております。

３．重要性がある会計方針

当社グループの連結財務諸表において適用する重要性がある会計方針は、前連結会計年度の連結財務諸表におい

て適用した会計方針と同一であります。

４．重要な会計上の見積り及び判断

連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額に影響を及ぼ

す判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられています。実際の業績は、これらの見積りとは異なる場

合があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを変

更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識されます。

本連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判断は、原則として前連結会計年度に係る連結財務諸表

と同様であります。
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５．セグメント情報

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの事業セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別に事業本部又は事業部を置き、各事業本部又は事業部は、取り扱う製品・サービスに

ついて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりますので、事業セグメントは「ＡＣ(オート

モーティブコンポーネンツ)事業」、「ＨＣ(ハイドロリックコンポーネンツ)事業」、「航空機器事業」、「特装車

両事業」及びそのいずれにも属さない「その他」によって区分しております。

このうち、「特装車両事業」及び「その他」については、報告セグメントにおける量的基準等を勘案した結果、

「その他」に含めて開示しております。したがって、当社グループは、「ＡＣ事業」、「ＨＣ事業」及び「航空機

器事業」の３つを報告セグメントとしております。

「ＡＣ事業」は、四輪車用・二輪車用油圧緩衝器及びパワーステアリング製品を主とする四輪車用油圧機器等を

生産しております。「ＨＣ事業」は、建設機械向けを主とする産業用油圧機器、舞台機構、艦艇機器、免制振装置

等を生産しております。「航空機器事業」は、航空機用の離着陸装置、操舵装置、制御装置等を生産しておりま

す。

なお、各セグメントにおける主要製品は、下記のとおりであります。

セグメント 主要製品

報告セグメント

ＡＣ事業

ショックアブソーバ、サスペンションシステム、パワーステアリング、ベ

ーンポンプ、フロントフォーク、オイルクッションユニット、ステイダン

パ、フリーロック、鉄道車両用オイルダンパ

ＨＣ事業

シリンダ、バルブ、ポンプ、モータ、衝突用緩衝器、舞台機構、艦艇機

器、免制振装置、シミュレータ、油圧システム、トンネル掘削機、環境機

器

航空機器事業 航空機用離着陸装置、操舵装置、制御装置、緊急装置

その他
特装車両事業

その他
コンクリートミキサ車、粉粒体運搬車、特殊機能車等

(2) 報告セグメントごとの利益又は損失の算定方法

報告セグメントの損益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出しております。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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(3) 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結
財務
諸表
計上額

ＡＣ事業 ＨＣ事業
航空機器
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 293,033 134,433 3,908 431,374 11,407 442,781 － 442,781

セグメント間の
内部売上高又は振替高

622 793 － 1,415 75 1,490 △1,490 －

計 293,654 135,226 3,908 432,789 11,483 444,271 △1,490 442,781

セグメント損益
(△は損失) (注)３

16,451 5,431 △2,038 19,844 1,102 20,946 13 20,959

持分法による投資利益 1,538 － － 1,538 － 1,538 △0 1,538

その他の収益・費用
(純額)

3,006 △617 △2,194 194 △274 △80 － △80

営業損益(△は損失) 20,995 4,813 △4,233 21,575 828 22,404 13 22,417

金融収益・費用(純額) △1,056

税引前利益 21,361

減価償却費及び償却費 11,323 6,973 162 18,457 438 18,896 △10 18,886

減損損失 209 500 26 735 296 1,030 － 1,030

減損損失戻入益 53 1 － 53 － 53 － 53

非流動資産の増加額
(注)４

15,374 15,255 907 31,536 331 31,866 － 31,866

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない特装車両事業及びその他を含んでおります。

２．セグメント損益の調整額13百万円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント損益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出しております。

４．非流動資産には、持分法で会計処理されている投資、その他の金融資産、及び繰延税金資産等を含めており

ません。



カヤバ㈱（7242） 2025年３月期 決算短信〔IFRS〕

― 16 ―

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結
財務
諸表
計上額

ＡＣ事業 ＨＣ事業
航空機器
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 307,632 116,173 3,678 427,484 10,832 438,316 － 438,316

セグメント間の
内部売上高又は振替高

520 810 － 1,330 67 1,397 △1,397 －

計 308,152 116,984 3,678 428,814 10,900 439,713 △1,397 438,316

セグメント損益
(△は損失) (注)３

17,163 1,720 △392 18,490 1,329 19,820 6 19,825

持分法による投資利益 2,342 － － 2,342 － 2,342 △0 2,342

その他の収益・費用
(純額)

△62 △7 531 462 42 504 － 504

営業損益(△は損失) 19,442 1,712 139 21,294 1,371 22,665 6 22,671

金融収益・費用(純額) △682

税引前利益 21,989

減価償却費及び償却費 11,584 6,611 67 18,262 429 18,690 △5 18,685

減損損失 401 610 22 1,033 － 1,033 － 1,033

減損損失戻入益 987 42 － 1,028 － 1,028 － 1,028

非流動資産の増加額
(注)４

12,218 8,166 76 20,460 567 21,027 － 21,027

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない特装車両事業及びその他を含んでおります。

２．セグメント損益の調整額６百万円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント損益は、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出しております。

４．非流動資産には、持分法で会計処理されている投資、その他の金融資産、及び繰延税金資産等を含めており

ません。



カヤバ㈱（7242） 2025年３月期 決算短信〔IFRS〕

― 17 ―

(4) 地域別情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

① 売上高

(単位：百万円)

日本 欧州 米国 中国 東南アジア その他 合計

183,682 72,528 52,290 24,197 32,357 77,727 442,781

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．地域は、地理的近接度により区分しております。

３．各区分に属する主な国又は地域

(a) 日本……………日本

(b) 欧州……………ドイツ、イギリス、スペイン、イタリア、フランス、チェコ、ポーランド

(c) 米国……………米国

(d) 中国……………中国

(e) 東南アジア……インドネシア、マレーシア、タイ、ベトナム

(f) その他…………台湾、韓国、アラブ首長国連邦、メキシコ、ブラジル、カナダ、トルコ、インド

② 非流動資産

(単位：百万円)

日本 欧州 米国 中国 東南アジア その他 合計

97,458 18,538 9,842 6,179 12,701 15,567 160,284

(注) １．非流動資産は所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．非流動資産には、持分法で会計処理されている投資、その他の金融資産、及び繰延税金資産等を含めており

ません。

３．地域は、地理的近接度により区分しております。

４．各区分に属する主な国又は地域

(a) 日本……………日本

(b) 欧州……………ドイツ、イギリス、スペイン、イタリア、フランス、チェコ

(c) 米国……………米国

(d) 中国……………中国

(e) 東南アジア……インドネシア、タイ、ベトナム

(f) その他…………台湾、アラブ首長国連邦、メキシコ、ブラジル、インド
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

① 売上高

(単位：百万円)

日本 欧州 米国 中国 東南アジア その他 合計

163,742 84,333 52,392 24,342 30,484 83,024 438,316

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．地域は、地理的近接度により区分しております。

３．各区分に属する主な国又は地域

(a) 日本……………日本

(b) 欧州……………ドイツ、イギリス、スペイン、イタリア、フランス、チェコ、ポーランド

(c) 米国……………米国

(d) 中国……………中国

(e) 東南アジア……インドネシア、マレーシア、タイ、ベトナム

(f) その他…………台湾、韓国、アラブ首長国連邦、メキシコ、ブラジル、カナダ、トルコ、インド

② 非流動資産

(単位：百万円)

日本 欧州 米国 中国 東南アジア その他 合計

100,493 18,390 8,972 5,400 12,548 14,733 160,536

(注) １．非流動資産は所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．非流動資産には、持分法で会計処理されている投資、その他の金融資産、及び繰延税金資産等を含めており

ません。

３．地域は、地理的近接度により区分しております。

４．各区分に属する主な国又は地域

(a) 日本……………日本

(b) 欧州……………ドイツ、イギリス、スペイン、イタリア、フランス、チェコ

(c) 米国……………米国

(d) 中国……………中国

(e) 東南アジア……インドネシア、タイ、ベトナム

(f) その他…………台湾、アラブ首長国連邦、メキシコ、ブラジル、インド

(5) 主要な顧客に関する情報

当社グループは、トヨタ自動車株式会社及びその子会社に対し製品の販売等を行っております。当該顧客に対す

る売上高は、前連結会計年度において50,000百万円、当連結会計年度において48,589百万円であり、ＡＣ事業に含

まれております。

６．有形固定資産、のれん及び無形資産

有形固定資産、のれん及び無形資産の帳簿価額の増減は、以下のとおりです。

(単位：百万円)

有形固定資産 のれん 無形資産

2024年４月１日 156,950 248 3,087

取得 20,319 － 127

自己創設 － － 369

処分等 △291 － △225

減価償却費及び償却費 △17,828 － △582

減損損失 △1,033 － －

為替換算差額 410 0 △19

その他 △936 － △59

2025年３月31日 157,591 248 2,697
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７．引当金

引当金の内訳は、以下のとおりです。

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

製品保証引当金（注）１．２． 5,611 5,635

その他（注）３． 6,879 4,367

合計 12,489 10,002

流動 7,048 5,661

非流動 5,441 4,341

(注)１．製品保証引当金については、製品の品質保証費用の支払に備えるため、過去の発生実績に基づく連結会計年

度の売上高に対応する発生見込額に、発生した品質保証費用の実状を考慮した保証見込額を加えて計上して

おり、当該製品保証引当金の当連結会計年度末の残高は、3,673百万円（前連結会計年度2,737百万円）であ

ります。

(注)２．2019年３月期において、当社及び当社の子会社であったカヤバシステムマシナリー株式会社(当該子会社は

2021年７月１日をもって当社を存続会社とした吸収合併により解散しております)にて、製造・販売してき

た免震・制振用オイルダンパーの一部について、性能検査記録データの書き換え行為により、大臣認定の性

能評価基準に適合していない、または、お客様の基準値を外れた製品（以下、「不適合品」といいます。）

を建築物に取り付けていた事実が判明いたしました。

当連結会計年度においては、2025年３月31日時点で交換が未完了の不適合品及び性能不明品（性能検査記録

のデータ書き換え有無が確認できないもの）の全数（免震用オイルダンパー52本、制振用オイルダンパー17

本の合計69本）を対象として、交換用免震・制振用オイルダンパーの交換工事に要する費用及び営業補償等

を製品保証引当金に計上しており、当該製品保証引当金の当連結会計年度末の残高は1,962百万円（前連結会

計年度2,873百万円）であります。

(注)３．その他には、訴訟や補償などの支払に備えた引当金が含まれておりますが、当社及び当社子会社の立場が著

しく不利になる可能性があるため、IAS第37号第92項に従い個別に記載しておりません。

８．配当金

各連結会計年度における配当金支払額は、以下のとおりです。

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(1) 配当金の支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2023年11月７日
取締役会

普通株式 2,509 100.00 2023年９月30日 2023年12月７日

2023年11月７日
取締役会

Ａ種優先株式 469 3,750,000.00 2023年９月30日 2023年12月７日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2024年６月25日
定時株主総会

普通株式 2,504 100.00 2024年３月31日 2024年６月26日

2024年６月25日
定時株主総会

Ａ種優先株式 469 3,750,000.00 2024年３月31日 2024年６月26日

(注)2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり配当額」につ

いては、当該株式分割前の金額を記載しております。
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(1) 配当金の支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2024年11月11日
取締役会

普通株式 2,504 100.00 2024年９月30日 2024年12月９日

2024年11月11日
取締役会

Ａ種優先株式 470 3,760,274.00 2024年９月30日 2024年12月９日

(注)2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり配当額」につ

いては、当該株式分割前の金額を記載しております。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2025年６月24日
定時株主総会

普通株式 2,874 60.00 2025年３月31日 2025年６月25日

2025年６月24日
定時株主総会

Ａ種優先株式 467 3,739,726.00 2025年３月31日 2025年６月25日

(注)上記については、2025年６月24日開催予定の第103期定時株主総会に付議する予定です。

９．売上高

当社グループの事業は、ＡＣ(オートモーティブコンポーネンツ)事業、ＨＣ(ハイドロリックコンポーネンツ)事

業、航空機器事業、その他により構成されており、当社グループでは、経営資源の配分の決定及び業績を評価する

ために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

当社グループでは、これらの事業を通じて得られる収益を売上高として表示しています。また、売上高は主要な

製品別に分解しています。これらを分解した売上高と注記「５．セグメント情報」で記載しているセグメント別の

売上高との関連は、以下のとおりです。

（単位：百万円）

セグメントの名称 主要な製品
前連結会計年度

（自 2023年４月１日
至 2024年３月31日）

当連結会計年度
（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

ＡＣ事業

四輪車用油圧緩衝器 214,924 227,910

二輪車用油圧緩衝器 41,312 43,751

四輪車用油圧機器 22,709 21,054

その他製品 14,088 14,917

小計 293,033 307,632

ＨＣ事業

産業用油圧機器 124,549 106,385

システム製品 6,612 6,319

その他製品 3,272 3,469

小計 134,433 116,173

航空機器事業
航空機用油圧機器 3,908 3,678

小計 3,908 3,678

その他

特装車両 11,407 10,832

その他製品 － －

小計 11,407 10,832

合計 442,781 438,316
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10．１株当たり情報

基本的及び希薄化後１株当たり当期利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

基本的１株当たり当期利益算定上の基礎

親会社の所有者に帰属する当期利益（百万円） 15,818 14,899

親会社の普通株主に帰属しない当期利益（百万円） 938 938

基本的１株当たり当期利益の計算に使用する

当期利益（百万円）
14,881 13,962

期中平均普通株式数（株） 50,478,474 49,663,197

希薄化後１株当たり当期利益算定上の基礎

基本的１株当たり当期利益の計算に使用する

当期利益（百万円）
14,881 13,962

当期利益調整額（百万円） － －

希薄化後１株当たり当期利益の計算に使用する

当期利益（百万円）
14,881 13,962

期中平均普通株式数（株） 50,478,474 49,663,197

希薄化効果を有する潜在的普通株式の影響

株式報酬（株） 7,700 9,871

希薄化効果調整後期中平均普通株式数（株） 50,486,174 49,673,068

１株当たり当期利益

基本的１株当たり当期利益（円） 294.79 281.13

希薄化後１株当たり当期利益（円） 294.75 281.08

2024年12月３日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、基本的及び希薄化後１株当たり当期利益を算定しております。
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11．金融商品

(1) 公正価値ヒエラルキー

公正価値で測定される金融商品について、測定に使用したインプットの観察可能性及び重要性に応じた公正価値

測定額を、レベル１からレベル３まで分類しております。

レベル１：同一の資産又は負債の活発な市場における相場価格

レベル２：レベル１以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを使用して測定した公正価値

レベル３：観察不能なインプットを含む評価技法から算出された公正価値

前連結会計年度(2024年３月31日)

(単位：百万円)

同一の資産又は
負債の活発な
市場における
相場価格
(レベル１)

重要なその他の
観察可能な
インプット
(レベル２)

重要な
観察不能な
インプット
(レベル３)

合計

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する
金融資産

上場株式 18,879 － － 18,879

非上場株式 － － 780 780

その他 － 366 92 458

合計 18,879 366 872 20,118

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債

デリバティブ － 1 － 1

合計 － 1 － 1

当連結会計年度(2025年３月31日)

(単位：百万円)

同一の資産又は
負債の活発な
市場における
相場価格
(レベル１)

重要なその他の
観察可能な
インプット
(レベル２)

重要な
観察不能な
インプット
(レベル３)

合計

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する
金融資産

上場株式 19,839 － － 19,839

非上場株式 － － 788 788

その他 － 361 92 453

合計 19,839 361 880 21,080

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債

デリバティブ － 0 － 0

合計 － 0 － 0

公正価値ヒエラルキーのレベル間での振替は、振替を生じさせた事象又は状況の変化が生じた日に認識すること

としております。なお、前連結会計年度及び当連結会計年度において、上記のレベル間での振替はありません。

(2) レベル２、３に区分される公正価値測定に関する情報

公正価値ヒエラルキーのレベル２及びレベル３に区分される公正価値評価の方法は、非上場株式及び出資金は類

似企業比較法等、適切な評価技法を用いて算定しております。会員権については、活発でない市場における同一資

産を基に評価しています。また、事後の公正価値の変動をその他の包括利益として計上しております。

デリバティブの公正価値については、取引先金融機関等から提示された価格等に基づき測定しております。
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(3) レベル３に分類された金融商品の増減

前連結会計年度及び当連結会計年度において、レベル３に分類される金融商品の重要な増減はありません。

(4) 償却原価で測定される金融商品

償却原価で測定される金融資産及び金融負債の公正価値は帳簿価額と近似しております。

12．子会社に対する支配喪失

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

当社は、2025年１月６日にKYB-Conmat Pvt. Ltd.(以下、KCPL)の全ての株式を譲渡し、KCPLは当社の連結範囲か

ら除外されました。支配喪失時の資産及び負債の主な内訳、並びに受取対価と支配喪失による収支の関係は以下の

とおりであります。

（単位：百万円）

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

支配喪失時の資産の内訳

流動資産 2,157

非流動資産 567

支配喪失時の負債の内訳

流動負債 1,776

非流動負債 56

（単位：百万円）

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

受取対価 644

支配喪失時の資産のうち現金及び現金同等物 △608

連結範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

36

(注)連結範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入は、連結キャッシュ・フロー計算書に

おいて投資活動によるキャッシュ・フローに含まれています。

13．偶発負債

建築物用免震・制振用オイルダンパーの検査工程等における不適切行為に関連して訴訟を提起されている案件も

ありますが、当社の立場が著しく不利な立場になる可能性があるため、IAS第37号第92項に従い、個別に記載してお

りません。

なお、本件の詳細につきましては、「７．引当金」に記載のとおりです。
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14．重要な後発事象

(知多鋼業株式会社に対する公開買付け)

当社は、2024年11月11日開催の取締役会において、知多鋼業株式会社の普通株式を、金融商品取引法に基づく公

開買付け(以下「本公開買付け」といいます。)により取得することを決議いたしました。本決議に基づき、本公開

買付けを実施した結果、2025年４月１日に知多鋼業株式会社の普通株式の83.88%を取得しました。また、本公開買

付けの成立後、当社が知多鋼業株式会社の普通株式の全てを所有することを目的として、2025年５月12日に株式売

渡請求によるスクイーズアウト手続を実施しました。その結果、本公開買付け前に当社が保有していた知多鋼業株

式会社の普通株式11.51%を加え、知多鋼業株式会社は当社の完全子会社となりました。

(1)被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称： 知多鋼業株式会社

事業の内容：
各種線ばね、各種薄板ばね、パイプ成形加工品、切削加工品及び歯
科医療品の製造販売事業

(2)支配獲得日

2025年４月１日

(3)企業結合を行った主な理由

当社は、当社グループ及び知多鋼業株式会社グループの一層の事業拡大及びサプライチェーンの安定化を図っ

ていくためには、本公開買付けを通じて、知多鋼業株式会社を当社の完全子会社化することで、知多鋼業株式会

社との資本関係を更に強化し、これまで以上の一体化した経営を行うことにより、協業体制の構築や事業成長へ

の経営資源の集中、人材を含めた経営資源・ノウハウの共有化、意思決定の迅速化・簡素化を図ることが重要で

あると認識しております。本取引において想定している具体的なシナジー効果は以下のとおりです。

①両社グループの相互連携によるサプライチェーン強靭化

②ノウハウの共有化によるコスト低減・品質向上

③両社グループの相互連携による製品企画・開発

④人材やガバナンスの観点からの知多鋼業株式会社グループにおける体制強化

⑤当社及び知多鋼業株式会社の意思決定の迅速化・簡素化

(4)取得対価の公正価値

現金 17,021 百万円

当社は、取得日直前に知多鋼業株式会社の普通株式を保有していたため、本企業結合は段階的に達成される企

業結合に該当します。従来保有していた知多鋼業株式会社への投資の公正価値測定による差益(段階取得による差

益)が、翌連結会計年度に発生する見込みです。

(5)主要な取得関連費用の内訳及び金額

アドバイザリーに対する報酬・手数料等(概算) 339百万円

(6)企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳

現時点で算定中であり、確定しておりません。

(7)のれんの金額及び発生要因

負ののれんが発生する見込みでありますが、現時点で算定中であり確定しておりません。
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(子会社の設立)

当社は、2025年４月７日開催の取締役会において、子会社の設立を決議いたしました。

(1)子会社設立の目的

自動車市場の拡大が見込まれるインドにて四輪車用油圧緩衝器の製造拠点を設立することによるグループの中

長期的な成長や企業価値向上を目的としております。

(2)設立する子会社の概要

① 名称 KYB India Private Limited (仮称)

② 所在地 インド共和国マハラシュトラ州

③ 事業内容 四輪車用油圧緩衝器の製造・販売

④ 資本金 1,350百万インドルピー (予定)

⑤ 設立年月 2025年７月 (予定)

⑥ 出資比率 当社100%
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４．参考情報

(a) 部門別売上高(連結)

各部門における製品別売上高については、「３．連結財務諸表及び主な注記 （６）連結財務諸表に関する注記事

項 （連結財務諸表注記） ９．売上高」をご参照ください。

(b) 為替換算レート

(単位：円)

期中平均レート
2024年３月期 2025年３月期

１Ｑ累計 ２Ｑ累計 ３Ｑ累計 ４Ｑ累計 １Ｑ累計 ２Ｑ累計 ３Ｑ累計 ４Ｑ累計

ＵＳドル 137.36 140.99 143.29 144.62 155.89 152.62 152.56 152.57

ユーロ 149.46 153.37 155.28 156.78 167.88 165.93 164.81 163.73

人民元 19.55 19.74 19.97 20.13 21.47 21.14 21.15 21.09

(単位：円)

期末レート
2024年３月期 2025年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

ＵＳドル 144.99 149.58 141.82 151.40 161.14 142.82 158.17 149.53

ユーロ 157.56 157.97 157.09 163.28 172.44 159.53 164.86 162.03

人民元 19.95 20.46 19.94 20.84 22.05 20.47 21.67 20.59

(c) セグメント別売上高

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

ＡＣ事業 69,355 73,468 73,541 76,668 74,439 73,512 77,689 81,992

ＨＣ事業 34,042 33,828 33,466 33,098 30,340 27,854 27,825 30,154

航空機器事業 1,202 750 1,163 794 967 487 783 1,442

特装車両事業及びその他 2,669 2,592 2,661 3,486 3,001 2,858 3,075 1,899

合計 107,268 110,638 110,830 114,045 108,746 104,711 109,372 115,488

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

上期 下期 通期 上期 下期 通期

ＡＣ事業 142,823 150,209 293,033 147,951 159,681 307,632

ＨＣ事業 67,869 66,563 134,433 58,194 57,980 116,173

航空機器事業 1,952 1,956 3,908 1,454 2,225 3,678

特装車両事業及びその他 5,261 6,147 11,407 5,859 4,974 10,832

合計 217,906 224,876 442,781 213,457 224,859 438,316

(d) セグメント損益(△は損失)(※１)

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

ＡＣ事業 2,948 3,049 3,104 7,359 3,378 4,514 4,044 5,232

ＨＣ事業 1,365 1,395 1,235 1,440 750 67 △14 918

航空機器事業 △299 △906 △165 △668 1 △569 △7 183

特装車両事業及びその他 189 218 113 582 291 311 363 365

合計 4,203 3,755 4,287 8,713 4,419 4,322 4,386 6,698
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(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

上期 下期 通期 上期 下期 通期

ＡＣ事業 5,996 10,463 16,460 7,891 9,276 17,167

ＨＣ事業 2,760 2,675 5,435 817 904 1,721

航空機器事業 △1,205 △833 △2,038 △568 176 △392

特装車両事業及びその他 407 695 1,102 602 728 1,330

合計 7,959 13,000 20,959 8,742 11,084 19,825

(e) 設備投資額・減価償却費

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

設備投資額 3,792 4,457 5,527 17,061 4,007 4,844 4,261 7,208

減価償却費 4,625 4,581 4,789 4,890 4,687 4,679 4,709 4,609

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

上期 下期 通期 上期 下期 通期

設備投資額 8,248 22,588 30,837 8,851 11,468 20,319

減価償却費 9,206 9,680 18,886 9,367 9,318 18,685

(f) 研究開発費

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

研究開発費 1,860 1,930 2,016 1,782 1,838 2,027 2,146 1,827

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

上期 下期 通期 上期 下期 通期

研究開発費 3,791 3,798 7,589 3,866 3,973 7,839

(g) 為替差損益 (※２)

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

その他の収益・費用 1,697 408 △477 1,156 1,018 △2,578 844 △1,152

金融収益・費用 202 △13 △82 143 △43 78 7 240

合計 1,899 394 △559 1,300 975 △2,500 852 △912

(単位：百万円)

2024年３月期 2025年３月期

上期 下期 通期 上期 下期 通期

その他の収益・費用 2,105 680 2,785 △1,560 △308 △1,868

金融収益・費用 189 61 250 34 247 281

合計 2,294 741 3,035 △1,526 △61 △1,586

(※１) 上記記載の「セグメント損益(△は損失)」は、決算短信上の「報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の

金額に関する情報」に記載されている「セグメント損益(△は損失)」とは異なり、「調整額」考慮後の数値と

なります。

(※２) 上記記載の「為替差損益」は、連結損益計算書の「その他の収益」「その他の費用」と、「金融収益」「金融

費用」のうちの為替差損益の金額となります。

なお、為替差益はプラス、為替差損はマイナスで表示しております。


